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　このたび、美郷町とイオンスーパーセンター株式会社は災
害時生活物資等応援協定を締結することになり、５月11日に
役場庁舎で、松田町長と同社の宮下雄二社長が出席して締結
式が行われました。協定は、同社が災害時に町の要請を受け
て食料品や日用品などの生活物資を有償で供給することや、
町が行う防災訓練などへの協力を内容としています。
　締結式で松田町長は「大きな地震があった場合に必要物資
をどう調達するかは大きな課題です。美郷町はこれまでも安
全・安心なまちづくりのため、さまざまな取り組みを行って
きました。この協定により、さらに住民の皆さんに安全・安
心感を持っていただくことができると確信しています」とあ
いさつを述べました。また、宮下社長は「住民や行政、小売
業が緊急時にすぐに対応できる関係をつくっていきたい」と
話しました。

災害時の生活物資応援協定を締結
美郷町とイオンスーパーセンター

　５月12日に千屋小学校で、明治29年に発生した陸羽地震と同規模のマグニ
チュード（M7.2）を想定した避難訓練が行われました。
　地震発生を知らせる校内放送が流れると、児童たちは机の下に身を隠し、
教科書などを使って頭を保護しながら駐車場に避難しました。この日は保護
者が児童たちを迎える「引き取り訓練」も行われ、担任の先生から連絡を受
けた保護者の皆さんが次々と学校を訪れました。訓練開始から約１時間後に
は全校児童が下校しました。
　訓練を終えた小原靖校長先生は「引き取り訓練を行うことで、保護者の皆
さんにも災害が発生したときの対応について意識してもらうことができたと
思います。今後も危機感を持って訓練を行っていきます」と話しました。

千屋小学校で避難訓練
全校児童217名　保護者約180名が参加
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■写真左から、宮下雄二社長、大南淳二イオンスーパー
　センター美郷店店長、松田町長

■引き取り訓練の様子

■学校再編による空き施設等の活用計画

　美郷町公民館や美郷総合体育館「リリオス」等と連携

を図ることで、活用幅の拡大が期待できます。

1. 交流人口の拡大等の観点からの
『宿泊交流施設』 →仙南東小学校

　美郷町学友館や坂本東嶽邸等と

連携を図ることで、活用幅の拡大が期待できます。

2. 歴史文化資料等の適正な保存の観点からの
『民俗資料等の展示収蔵施設』

→千畑南小学校

4. 地域コミュニティ振興の観点からの
『集会施設や防災施設等』 →千畑中学校

　千畑交流センター、ふれあいセンターの集会施設機能

を集約し、北体育館と社会体育広場グラウンドの機能を

移転させることで、地区内で不足傾向にある集会施設機

能を充足させることができます。また、これにより社会

体育施設の利便性を向上させることができます。

　平成21年６月に策定した「美郷町公共施設再編計画」に基づき、公共
施設の再編事業を進めていますが、このたびの「学校再編による空き施
設等活用計画」の策定や公共施設再編後の情勢の変化などにより計画の
見直しが必要となったため、再編後の施設の用途や廃止・解体などの内
容について次のとおり見直しを行いました。

　３校については企業等の活用について、一定期間（統

合後３年程度）の募集を行います。ただし、活用が成立

しない場合は、解体または新たな行政需要等による活用

を検討します。

5. 雇用の拡大や起業支援の観点からの
『企業用施設』

→旧六郷東根小学校、仙南西小学校、金沢小学校

　町の地理的中心部に位置していることや、美郷中学校（統

合中学校）に近いことなどから、利用者の利便性を確保でき

るとともに、幅広い対象者による利用が期待できます。

3. 社会体育の振興の観点からの『屋内球技場
（クレーコート等）』 →千畑南小学校

施設名 見直し前の用途等 見直し後の用途等
千畑交流センター 廃止・解体 農業団体に無償譲渡

集会施設 ふれあいセンター 機能を拡充する 地域コミュニティセンターに転用
北体育館 現状のまま 廃止・解体か他用途への転用体育館

郷土資料館（収蔵庫兼展示室） 廃止・解体の妥当性の検討 廃止・解体資料館

町営住宅

社会体育広場野球場 現状のまま 廃止（機能を現千畑中学校に移転）
社会体育広場テニスコート 現状のまま 廃止（機能を現千畑中学校に移転）
トレーニングセンターみさと 現状のまま 統合中学校「美郷中学校」のセミナーハウスに転用その他の施設
合同事務所（仙南） 現状のまま 廃止・解体
旧仙南福祉センター事務所 現状のまま 除雪センターに転用

郷土資料館（わら細工資料館） 廃止・収蔵庫機能への転用
の妥当性の検討 廃止・解体

学友館 現状のまま 展示機能を改修し、収蔵機能を一部
現千畑南小学校に移転する

上鑓田町営住宅 廃止・解体 耐用年数内は現状のまま
（耐震等の安全性が確認されたため）

安楽寺町営住宅 廃止・解体 耐用年数内は現状のまま
（耐震等の安全性が確認されたため）

■見直しを行った施設と見直し後の施設の用途等

「学校再編による空き
施設等の活用計画」を
定めました。

「美郷町公共施設再編
計画」の見直しを行い
ました。

「学校再編による空き施設等の活用計画」と「美郷町公共施設再編計画」についてのお問い合わせ先
町総務課　総務班　☎0187（84）1111

　「美郷町学校再編計画」に基づき、平成25年度までに６つの学校施設
が空き施設となります。町では、これらの空き施設について活用方法を
検討するため、住民検討委員会を設置し現地視察や検討会議を重ねたほ
か、各園、小中学校の保護者の皆さんや町議会との意見交換を行ってき
ました。
　このほど、住民検討委員会による答申と町民の皆さんからいただいた
ご意見を踏まえ、各施設の具体的な活用方法などを内容とした「学校再
編計画による空き施設等の活用計画」を定めました。
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